
森林政策学【栗山　浩一】

2014 前期年度 　　　授業評価アンケート

26回答数：

Q1. 授業の出席状況

7.7% 46.2% 26.9% 11.5% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①全部出席

②１回欠席

③２回欠席

④３回欠席

⑤４回以上欠席

不明

Q2. 当該科目に係る予習・復習、宿題・課題等を行った合計の時間（学期を通じた１週間あたりの平均値）

7.7% 11.5% 38.5% 42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①２時間以上

②１時間以上

③３０分以上

④３０分未満

⑤学修していない

不明

Q3. シラ バスを活用（使用）しましたか。

61.5% 34.6% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①はい

②いいえ

不明

Q5. シラ バスの情報は十分なものでしたか。（シラ バス活用の有無等に係わらず回答してください。）

88.5% 7.7% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①はい

②いいえ

不明

Q7. シラ バスに則した講義が行われていましたか。

96.2% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①はい

②いいえ

不明

Q4. Q3が「はい」の場合、活用した事柄を以下より選択してください。複数選択可

80.0% 5.0% 15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①科目選択・履修登録

②予習・復習

③受講に当たり授業中など

④試験・レポート

⑤その他

Q6. Q5が「いいえ」の場合、不十分であった項目を以下より選択してください。複数選択可

50.0% 50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①「授業の概要・目的」の情報

②「授業計画と内容」の情報

③「履修要件」の情報

④「成績評価の方法・基準」の情報

⑤「教科書」及び「参考書等」の情報

⑥「その他」の情報

Q8. この授業の内容はよく理解できた。

96.2% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明
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Q9. この授業はよく準備されており、体系的であった。

96.2% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q10.この授業の進行度は適切であった。

92.3% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①適切である

②早すぎる

③遅すぎる

不明

Q11.教科書やプリント、黒板やプロジェ クターを用いた説明の仕方や話し方は適切であった。

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q12.質問や意見を述べる機会が与えられ、それらに教員は適切に対応していた。

57.7% 34.6% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q13.授業に対する教員の熱意を感じた。

84.6% 15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q14.この授業で知的に刺激された。

88.5% 11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q15.この授業は自分の学習にとって有益であった。

92.3% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

Q16.自由設問１　アンケート配布の際に教員が口頭で指示

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

kkuri
テキストボックス
Q16. 映像を用いた講義は有益だった
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Q17.自由設問２　アンケート配布の際に教員が口頭で指示

50.0% 34.6% 15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①そう思う

②どちらともいえない

③そう思わない

不明

kkuri
テキストボックス
Q17. レビューシートは役だった




